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ひがしね

議会だより
検 索東根市議会



議
　
員
　
共
同
事
業
体
で
運
営

し
て
き
た
市
民
、
行
政
の
メ
リ

ッ
ト
は
。

教
育
次
長
　
地
域
に
根
ざ
し
た

事
業
は
体
育
協
会
が
、
専
門
性

の
高
い
ス
ポ
ー
ツ
事
業
は
セ
ン

ト
ラ
ル
ス
ポ
ー
ツ
が
担
い
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
上
げ
て
い

る
こ
と
で
双
方
の
メ
リ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
る
。

議
　
員
　
引
き
続
き
共
同
事
業

体
で
運
営
す
る
こ
と
に
よ
る
市

民
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

教
育
次
長
　
体
育
協
会
が
、
セ

ン
ト
ラ
ル
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、

セ
ン
ト
ラ
ル
が
地
域
性
を
よ
く

理
解
す
る
こ
と
に
よ
る
相
乗
効

果
で
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

議
第
12
号　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

中
央
運
動
公
園
の

指
定
管
理
者
が
決
ま
り
ま
し
た

ポイント1

第１回定例会

　
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ポ
ー
ツ
株
式
会
社
と
東
根
市
体
育
協
会
と
の
共
同

事
業
体
が
、
中
央
運
動
公
園
の
指
定
管
理
者
に
、
引
き
続
き
指
定
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

東
根
市
の
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

●
会 

期
　
２
月
27
日
～
３
月
19
日

※詳細は、市ホームページから確認できます。

この中から３項目をピックアップ
4 4 4 4 4 4

！
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論
さ
れ
た
案
件

当
初
予
算
…
…
…
…
…
９
件

補
正
予
算
…
…
…
…
…
６
件

条
例
関
連
…
…
…
…
…
７
件

事
件
決
議
…
…
…
…
…
６
件

同
意
人
事
…
…
…
…
…
７
件

委
員
会
発
議
…
…
…
…
１
件

【賛否が分かれた議案】

会
派
名

議
員
名

議
第
18
号

ひ
が
し
ね
創
生
会

細矢　俊博 ○
白井　健道 ○
高橋　鉄夫 ○
清野　忠利 ○

鴻
志
会

浅野目幸一 ○
佐藤　　直 ○

政
清
・
公
明

阿部　綾子 ○
原田　利光 ○
河村　　豊 ○
髙橋　光男 ○
秋葉　征士 ○

東
輝
会

片桐　勝寿 ○
山科　幸子 ○
清野　貞昭 ○

無
会
派

今野　　孝 ×

髙橋ひろみ ○
加藤　信明 議長

○＝賛成　×＝反対
※議長は採決に加わりません。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
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議
第
９
、
10
、
11
号　
学
童
保
育
所
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

第１回定例会

総務費
プレミアム付商品券事業 325万1千円
ハザードマップ整備事業 330万4千円

農林水産業費
農村地域防災減災事業 1,236万1千円
土地改良事業に対する
補助金・負担金事業 683万9千円

土木費
社会資本整備総合交付金事業

（道路改良） 3,000万円

社会資本整備総合交付金事業
（橋りょう長寿命化） 6,363万7千円

教育費
神町小学校改築事業 12億2,408万円
学校トイレリニューアル事業 8,325万円

議
　
員
　
選
定
の
経
緯
は
？

健
康
福
祉
部
長
　
副
市
長
を
委

員
長
と
す
る
審
査
会
で
、
受
託

予
定
者
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
審
査
し
決
定
し

て
い
る
。

　
学
童
保
育
の
運
営
に
関
し
て

は
、
厚
生
常
任
委
員
会
の
所
管

事
務
調
査
で
複
数
回
に
わ
た
り

議
論
を
続
け
、
運
営
体
制
の
整

備
（
管
理
業
務
と
保
育
業
務
の

分
離
が
で
き
る
人
員
配
置
や
経

理
体
制
）
に
つ
い
て
近
日
中
に

提
言
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
14
億
２
千
６
７
２
万
２
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
が
２
３
３
億
３
千
19
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
平

成
31
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
、
事
業
は
新
年
度
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
タ
ン
ト
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
運
営
委
員
会
（
東
根
中
部
学
童
保
育

所
）、
大
森
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
運
営
委
員
会
（
大
森
学
童
保
育
所
）、

小
田
島
学
童
ク
ラ
ブ
運
営
委
員
会
（
小
田
島
学
童
保
育
所
）
が
指
定

管
理
を
受
け
ま
し
た
。

議
第
34
号　
平
成
30
年
度
東
根
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

学
童
保
育
所
の
指
定
管
理
者
が
決
定

し
ま
し
た

ポイント3

国
の
平
成
30
年
度
２
次
補
正
に
伴
い

平
成
30
年
度
予
算
を
補
正
し
ま
し
た

ポイント2

▲保護者会行事で和菓子作りに挑戦

ひがしね議会だより●広報●令和元年5月1日3



東根市のお金の使い道が決まりました。

特
別
会
計

国民健康保険 ４７億６, ０００万円 

東根財産区 １３０万円 

公共下水道事業 ２０億２, ５００万円 

介護保険 ４３億６, １００万円 

市営墓地 １８０万円 

後期高齢者医療 ４億９, ６００万円 

企業会計

収入（千円）支出（千円）

水道事業
収益的 1,188,763 1,168,894

資本的 35,091 546,920

工業用
水道事業

収益的 222,061 220,786

資本的 0 30,000

平成 31年度予算を可決！

  特別会計予算総額  

　　　116 億 4,510 万円

  一般会計予算   　216 億 5,400 万円

ひがしね移住生活応援事業

予算額：300万円

　東京圏から東根市に移住し、中小企業等
に就業または起業した者に対し移住費用

（個人：60万円、世帯：100万円、起業者：
最大300万円）等を支援する。地方創生を
見据え起業者を増やすこと等、目標が達成
されるよう要望した。

　新年度の収入と支出について、予算特別委員会を開催して慎重に審議しました。
　３月８日は全体で、11日と12日には各常任委員会単位で、より詳細に審査をしました。審査さ
れた内容の一部を紹介します。

商工費
3.4%

農林水産業費
3.4%

地方消費税交付金
4.2%

寄附金
3.9%

一般会計歳入

市税
29.8%

地方交付税
17.6%市債

11.1%

国庫支出金
10.5%

繰入金
9.8%

県支出金
6.6%

その他
6.5%

一般会計歳出

民生費
31.1%

教育費
16.3%総務費

15.8%

土木費
9.5%

公債費
9.0%

衛生費
7.1%

その他
4.4%
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た～んとほおバルフェスティバル事業

予算額：1,200万円

　イベント来場者を、引き続き、市内飲食
店に誘客できれば、より大きな振興効果が
期待できる。さくらんぼ東根駅周辺など利
便性の高い場所での開催について、今後も
検討するよう要望した。

部活動指導員の配置

予算額：168万円

　部活動の指導にかかる教員の負担を軽減
するため、これまで、一中と神中に配置し
ていた部活動指導員を３名増員し、全中学
校に配置する。
　各校の規模や部活数を考慮し、活用のあ
り方の検討、指導員の研修について要望し
た。

国際交流事業

予算額：1,051万円

　10月に開催されるインゲルハイムアム
ライン市の「赤ワイン祭り」に市民訪問団
を派遣する。市長、議長を含めた行政関係
者及び市民の計20名程度になる予定。な
お、東根市日中友好協会が解散し、東根市
国際化推進協議会（仮称）を発足する予定。

神町小学校改築関連道路整備事業

予算額：1億円

　新神町小学校西側の市道神町小学校西通
り線（幅員16ｍ）、南側の市道神町小学校
南線（幅員11ｍ）の道路新設。また、小
学校北側の既存道路を丁字路から十字路交
差点に変更し、右折レーンの新設等を行う
もの。確実な実施と早期の信号機設置を要
望した。

予算特集

自衛隊正門

市道神町小学校南線

市
道
神
町
小
学
校
西
通
り
線

新神町小学校

敷　地

ひがしね議会だより●広報●令和元年5月1日5



子ども医療費無料化事業

予算額：1億1,295万8千円

　医療費無料化をこれまでの中学生から高
校生まで（10月から）とするもの。自治体
間競争、安易な受診など医療費拡大など負
の側面も指摘されていることから、実施に
あたっては、費用対効果の検証を行うこと
を要望した。

コンビニ交付サービス事業

予算額：4,616万3千円

　マイナンバーカードを利用して、住民票
や各種証明書をコンビニエンスストア等で
取得できる新たなサービスを実施する。
　マイナンバーカードの普及とコンビニ交
付サ—ビスの積極的なＰＲを要望した。

水道事業会計

予算額：収益的支出11億6,889万4千円
　　　　資本的支出  5億4,692万円

　健全経営を継続していくため、漏水調査
を継続するとともに、老朽管の更新作業や、
既存配水管の維持管理についても、万全を
期すよう要望した。

市民バス運行事業・

デマンド乗合タクシー運行事業

予算額：2,513万4千円

　市民バスは平日5路線15便で運行してい
るが、新たなバス路線を予定している。運
行経路の新設・見直しには地域の要望を踏
まえつつ、効率的な運行を要望した。
　デマンド乗合タクシー事業の試行運転に
は、市民へ十分な周知と広報を要望した。

予算特集

▲マイナンバーカードで便利になります。

子ども医療費関連予算
事業名／予算額 概　　要
子育て支援
医療給付事業
 148,150千円

小学3年までの医療費
中学3年までの入院療養費
県1/2　市1/2の負担

ひとり親家庭等
医療給付事業
 24,744千円

一定の収入があり、前年に所得
税課税のないひとり親とその子

（満18歳以下）
子ども医療費
無料化事業

 112,958千円

高校3年生までの医療費完全無
料化（2018年度比：2019年度
は約15百万円増、2020年度は
約30百万円増）

注：本市の基幹管路の耐震適合率は、ほぼ100％（全国

平均の39.3％を大きく上回っている）

6



大阪府泉大津市
　市議会の機能の充実強化、議会審議等の活性
化及び議会活動の透明性等の向上に向け、「議会
改革検討協議会」が主体となり、調査・研究を
重ね、議会基本条例を平成 26 年３月制定、同
年７月に施行。特徴的なものは、市民に開かれ
た議会を目指すとともに、より多くの市民に議
会に対する関心を持ってもらうため、「議会傍
聴よびかけ隊」を編成し、議会傍聴のＰＲ活動を
行っていた。視察内容を十分精査し、本市議会
の活性化に向け参考にしたい。

大阪府箕面市
　「議会改革検討会議」が主体となり、提案項
目の精査を行い、「議会基本条例制定作業部会」
を設置し、平成 30 年 10 月５日に公布・施行
した。重点的な取り組みとして、地域別・分野
別の意見交換会の開催や、YouTube を活用し
たライブ中継など、様々な観点から議会改革に
積極的に取り組んでいた。また、議会としての
災害対応や議会の ICT 化も視野に入れ、基本
条例の制定は「ゴール」ではなく、「新たなス
タート」と位置付け、開かれた議会を目指して
いた。大変有
意義な研修で
あり、本市議
会も開かれた
議会を目指し
参考にしたい。

議会運営委員会　　平成 31 年２月７日～２月８日

議会基本条例の制定と議会改革の取り組みについて

埼玉県三芳町
　平成 25 年１月より災害発生時対応マニュアル
の作成に向け、総務常任委員会を中心に議論を重
ねてきた。同年２月から６月までを検討期間とし、
様々な角度から調査・検討を重ね、12 月１日に

「議会災害対策支援本部会議設置要綱」並びに「災
害時行動マニュアル」を策定した。行動マニュア
ルについては、随時見直しを実施している。議会
及び委員会開催中の避難訓練の実施のほか、安
否確認時に事務局への送信時間を盛り込むことや、
防災用具を議会独自で備えていることなど、大変
参考となる研修となった。

埼玉県熊谷市
　東日本大震災をきっかけとして、市災害対策本
部を支援する形で、議員による情報の収集及び提
供を行い、災害対策本部との相互連携及び情報
共有の内容を盛り込んだ「議会における災害発生
時対応要領」を平成 25 年４月 22 日に策定した。
また、要領に基づく議員の行動方針について、よ
り具体的な行動基準などを定めた「災害発生時の
行動マニュアル」を平成 26 年６月 25 日に策定
した。要領及び行動マニュアルの検証の一環とし
て、議会独自に非常時参集訓練を実施しているな
ど、大変有意義な研修となった。

議会のみらい検討委員会　　平成 31 年１月 31 日～２月１日

災害発生時対応要領及び災害発生時の議員行動マニュアルについて

行政視察報告先進地
に学ぶ

ひがしね議会だより●広報●令和元年5月1日7



Q &A 平成31年度の重点施策について議論しました。

国道48号の重要物流道路指定に総力を傾注！

本市の国際交流をさらに深化へ！

地域公民館のトイレ洋式化及び

エアコン設置の推進！

国
道
48
号
の
重
要
物
流
道
路

指
定
に
つ
い
て

議
　
員
　
国
道
48
号
の
重
要
物

流
道
路
指
定
に
向
け
た
取
組
み

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
　
長
　
昨
年
12
月
に
第
17
回

国
道
48
号
整
備
促
進
大
会
を
開

催
し
、
吉
村
山
形
県
知
事
の
出

席
の
も
と
、
総
勢
５
０
０
人
を

超
え
る
東
根
市
民
、
天
童
市
民

の
皆
様
と
と
も
に
、
地
方
の
熱

意
を
中
央
省
庁
に
発
信
し
た
。

さ
ら
に
、
国
土
交
通
大
臣
に
よ

る
一
次
指
定
が
３
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
石
井
啓

一
国
土
交
通
大
臣
に
も
、
国
道

48
号
の
重
要
物
流
道
路
指
定
に

よ
る
機
能
強
化
と
重
点
支
援
を

強
く
要
望
し
て
お
り
、
一
定
の

手
応
え
感
じ
て
い
る
。
指
定
は

私
の
使
命
で
あ
る
と
い
う
強
い

信
念
を
持
ち
、
最
後
ま
で
総
力

を
傾
注
す
る
。

※
4
月
1
日
に
重
要
物
流
道
路
に
1
次
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て

議
　
員
　
国
際
交
流
の
推
進
に

お
け
る
課
題
、
今
後
の
取
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

市
　
長
　
ド
イ
ツ
か
ら
の
国
際

交
流
員
を
配
置
し
、
市
民
の
国

際
理
解
を
深
め
る
講
座
や
イ
ベ

ン
ト
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
紹
介

な
ど
、
今
後
と
も
幅
広
い
取
組

み
を
通
し
て
、
市
民
の
意
識
醸

成
に
努
め
て
い
く
。
新
年
度
は
、

東
根
市
日
中
友
好
協
会
を
発
展

的
に
改
組
し
て
（
仮
称
）
東
根

市
国
際
化
推
進
協
議
会
を
設
立

し
、
東
根
市
さ
く
ら
ん
ぼ
国
際

交
流
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
団
体
や
企
業
、
個
人
な
ど
の

協
力
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
イ
ン
ゲ
ル
ハ
イ
ム
ア
ム
ラ

イ
ン
市
へ
の
訪
問
団
の
派
遣
を

通
し
て
、
本
市
の
国
際
交
流
を

さ
ら
に
深
化
さ
せ
て
い
く
。

地
域
公
民
館
の

施
設
整
備
に
つ
い
て

議
　
員
　
地
域
公
民
館
の
ト
イ

レ
洋
式
化
及
び
エ
ア
コ
ン
の
設

置
な
ど
、
今
後
の
取
組
み
は
。

教
育
長
　
東
根
、
神
町
を
除
く

５
つ
の
地
域
公
民
館
の
ト
イ
レ

は
、
平
成
31
年
度
の
５
館
分
の

実
施
設
計
業
務
委
託
料
を
、
２

０
２
０
年
度
に
東
郷
と
高
崎
、

２
０
２
１
年
度
に
大
富
、
小
田

島
、
長
瀞
、
各
公
民
館
の
洋
式

化
工
事
費
用
を
計
上
し
て
お
り
、

年
次
的
に
実
施
し
て
い
く
。

　
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
は
、
平

成
31
年
度
に
大
富
公
民
館
の
図

書
室
に
設
置
す
る
費
用
を
当
初

予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

国
道
48
号
の
重
要
物
流
道
路

�

指
定
に
つ
い
て

国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て

地
域
公
民
館
の

�

施
設
整
備
に
つ
い
て

ひがしね創生会

細矢  俊博  議員

▲昨年クラウス市長が東根市を訪問し、交流を深めた。

▲国道48号の機能強化や重点支援による整備
促進！
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会派代表質問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。

議
　
員
　
市
民
活
動
の
活
性
化

に
つ
い
て
、
第
５
次
総
合
計
画

に
向
け
た
新
し
い
公
共
へ
の
対

応
と
、
市
民
と
力
を
合
わ
せ
る

活
動
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

市
　
長
　
こ
の
よ
う
な
新
し
い

公
共
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
時
代
に
お
い
て
益
々
重
要

に
な
っ
て
く
る
。
今
後
策
定
す

る
第
５
次
総
合
計
画
に
お
い
て

も
、
重
要
項
目
の
一
つ
と
し
て

掲
げ
、
市
民
へ
の
住
民
自
治
の

理
念
の
浸
透
を
図
っ
て
い
く
と

同
時
に
支
援
体
制
を
拡
充
し
更

な
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

し
進
め
て
参
り
た
い
。

議
　
員
　
市
民
活
動
の
課
題
や

理
解
に
つ
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
伺
う
。

市
　
長
　「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

無
償
」
と
い
う
考
え
方
が
課
題

の
一
つ
と
し
て
存
在
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
無
償
が
絶
対
条
件
で

は
な
い
こ
と
の
認
識
を
浸
透
さ

せ
る
こ
と
も
大
切
。
こ
の
よ
う

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
活
動
が
住
民
自
治
・
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
っ
て
い
く

も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

議
　
員
　
地
域
活
動
の
み
な
ら

ず
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
必
要
。

災
害
救
助
な
ど
で
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
活
躍
し
て
い
る
。
そ
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

市
　
長
　
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
相
談
の
受
付
や
活
動
へ

の
橋
渡
し
調
整
を
し
て
お
り
、

災
害
時
に
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
実
施
体

制
を
整
え
て
い
る
。
ま
た
、
ま

な
び
あ
テ
ラ
ス
の
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
サ
ー
ク
ル

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
支
援

す
る
機
能
を
備
え
て
い
る
。

議
　
員
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
提
供

と
維
持
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
人
は
多
く
が
非
正

規
で
あ
る
。
待
遇
格
差
ま
た
、

外
国
人
材
の
受
け
入
れ
と
活
用

に
つ
い
て
伺
う
。

市
　
長
　
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
へ
の
移
行
に
伴
い
、
業
務

委
託
等
に
お
け
る
職
員
の
処
遇

に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
外
国
人
就
労
者
の
課
題

に
つ
い
て
は
、
業
務
委
託
者
と

協
議
を
重
ね
て
い
く
。

鴻志会

浅野目幸一 議員

市民との

協働のまちづくりについて

ひがしね議会だより●広報●令和元年5月1日9



Q &A 平成31年度の重点施策について議論しました。

　
防
災
・
減
災
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

議
　
員
　
災
害
時
の
情
報
収
集

能
力
の
現
状
は
。

市
　
長
　
市
民
に
向
け
て
一
斉

に
情
報
を
伝
達
す
る
同
報
系
無

線
と
災
害
現
場
等
の
情
報
を
収

集
す
る
た
め
の
移
動
系
無
線
の

２
つ
で
運
用
し
て
い
る
。
移
動

系
無
線
は
、
市
庁
舎
を
親
局
と

し
、
携
帯
電
話
網
の
デ
ー
タ
通

信
機
能
を
使
用
し
た
ト
ラ
ン
シ

ー
バ
ー
型
の
無
線
機
を
39
台
整

備
し
て
い
る
。

議
　
員
　
防
災
行
政
無
線
と
他

の
情
報
伝
達
機
器
と
の
連
携
は
。

市
　
長
　
行
政
放
送
は
必
要
に

応
じ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

放
送
内
容
の
テ
キ
ス
ト
を
掲
載
。

緊
急
放
送
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
と
連
動
し
放
送
す
る
こ

と
と
な
る
。
複
数
の
情
報
機
器

を
総
合
的
に
活
用
し
、
市
民
が

必
要
と
す
る
情
報
を
確
実
に
伝

達
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

議
　
員
　
防
災
行
政
無
線
の
情

報
を
確
実
に
受
信
で
き
る
防
災

ラ
ジ
オ
の
導
入
を
検
討
し
て
は
。

総
務
部
長
　
導
入
事
例
な
ど
に

つ
い
て
研
究
・
調
査
し
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
環
境
の

充
実
に
つ
い
て

議
　
員
　
本
市
保
育
施
設
の
定

員
確
保
の
状
況
を
伺
う
。

市
　
長
　
現
在
は
認
可
保
育
所

８
施
設
、
認
定
こ
ど
も
園
４
施

設
、
小
規
模
保
育
事
業
所
が
２

施
設
に
な
っ
て
い
る
。
０
〜
５

歳
ま
で
の
一
貫
保
育
施
設
の
整

備
を
基
本
と
し
、
全
体
で
千
１

８
５
人
の
定
員
を
確
保
し
た
。

議
　
員
　
保
育
ニ
ー
ズ
の
現
状

と
、
今
後
の
見
通
し
は
。

市
　
長
　
３
歳
未
満
児
は
急
激

に
保
育
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い
る
。

　
保
育
時
間
が
長
い
保
育
所
等

へ
の
入
所
希
望
が
増
え
、
午
後

４
時
半
ま
で
の
一
時
預
か
り
事

業
は
、
31
年
度
か
ら
は
、
市
内

す
べ
て
の
児
童
セ
ン
タ
ー
で
実

施
す
る
予
定
。
東
根
・
本
郷

の
児
童
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、

2
0
2
2
年
度
に
（
仮
称
）
東

根
こ
ど
も
園
の
開
園
を
予
定
し

て
い
る
。

議
　
員
　
新
た
な
保
育
施
設
で

の
障
害
児
な
ど
の
受
け
入
れ
、

ま
た
、
児
童
虐
待
防
止
に
向
け

て
も
、
見
守
り
や
相
談
機
能
な

ど
、
一
層
の
子
育
て
支
援
の
充

実
、
向
上
に
努
め
て
ほ
し
い
。

政清・公明

原田  利光  議員

１．防災・減災への取り組みについて

２．子育て環境の充実について

外
国
人
労
働
者

早
急
に
正
確
な
実
態
把
握
を

防
災
・
減
災
へ
の

　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

子
育
て
環
境
の

　
　
　
充
実
に
つ
い
て

10



会派代表質問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。

外
国
人
労
働
者

　
早
急
に
正
確
な
実
態
把
握
を

議
　
員
　
外
国
人
労
働
者
の
受

け
入
れ
拡
大
に
対
す
る
対
応
は
。

市
　
長
　
入
管
法
の
改
正
に
伴

い
外
国
人
労
働
者
の
増
加
が
想

定
さ
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
外

国
人
雇
用
の
相
談
は
な
い
。
住

民
登
録
や
労
働
局
の
調
査
か
ら

推
測
す
る
と
、
本
市
の
外
国
人

労
働
者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

県
の
設
置
す
る
外
国
人
総
合
相

談
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
や

市
企
業
連
絡
協
議
会
、
商
工
会

と
連
携
し
相
談
体
制
の
確
保
を

図
る
。

議
　
員
　
本
市
の
外
国
人
の
登

録
数
は
、
平
成
30
年
度
ま
で
の

数
年
間
は
約
2
5
0
人
程
度
で

推
移
し
て
い
る
が
、
平
成
31
年

度
3
1
6
人
に
急
増
し
て
い
る

（
資
料
①
参
照
）。
短
期
滞
在
を

含
め
る
と
更
に
増
え
る
可
能
性

が
あ
る
。

　
正
確
な
情
報
の
把
握
と
、
市

民
と
外
国
人
労
働
者
、
双
方
の

立
場
に
立
っ
た
対
応
を
お
願
い

す
る
。

事
務
事
業
の
ス
リ
ム
化
と

事
務
領
に
あ
っ
た
職
員
配
置
を

議
　
員
　
今
回
、
過
去
最
大
の

予
算
と
な
っ
た
。
本
市
の
人
口

は
増
え
て
い
る
が
、
人
口
減
少

に
よ
る
税
収
の
減
、
高
齢
者
福

祉
や
少
子
化
対
策
な
ど
課
題
の

増
加
・
多
様
化
は
日
本
の
大
き

な
流
れ
で
あ
る
。
健
全
な
財
政

運
営
に
は
、
事
務
事
業
と
組
織

体
制
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

市
　
長
　
事
務
事
業
の
見
直
し

は
、
振
興
実
施
計
画
に
お
い
て
、

妥
当
性
、
有
効
性
、
効
率
性
の

面
か
ら
各
事
業
の
評
価
・
検
証

を
行
っ
て
い
る
。
組
織
体
制
の

見
直
し
は
、
各
担
当
部
門
か
ら

の
提
案
を
受
け
行
政
事
務
改
善

委
員
会
で
審
議
し
、
必
要
に
応

じ
見
直
し
を
行
い
、
業
務
量
と

市
民
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
組
織
体

制
の
構
築
と
職
員
配
置
を
実
施

し
て
い
る
。

議
　
員
　
特
に
イ
ベ
ン
ト
に
関

し
て
は
、
増
え
る
一
方
で
減
っ

て
い
な
い
。
働
き
方
改
革
が
叫

ば
れ
る
中
、
職
員
の
労
働
の
実

態
が
心
配
。
少
子
高
齢
社
会
の

進
展
す
る
中
、
更
な
る
取
組
み

に
期
待
す
る
。

東輝会

片桐  勝寿 議員

外国人労働者の受け入れ拡大への対応を

事務事業・組織体制の見直しを

外
国
人
労
働
者

早
急
に
正
確
な
実
態
把
握
を

事
務
事
業
の
ス
リ
ム
化
と

事
務
量
に
あ
っ
た
職
員
配
置
を

0
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男 女 合計単位：人

資料①　住民登録された外国人数の推移

※各年  １月31日現在

人口減少

税収減

課題の増加
・多様化

歳出増

事務事業の見直し・組織体制の見直し

ひがしね議会だより●広報●令和元年5月1日11



Q &A 皆さんの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。

ど
う
な
る
本
市
の
国
保
税

議
　
員
　
山
形
県
の
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
の
収
支
状
況
を

見
る
と
（
グ
ラ
フ
参
照
）、
収

入
は
国
交
付
金
等
が
13
億
円

（
３
％
）
減
と
な
っ
て
い
る
の

に
、
市
町
村
納
付
金
は
36
億
円

（
13
・
６
％
）
の
増
と
な
っ
て

い
る
。
本
市
の
国
保
税
額
へ
の

影
響
は
ど
う
か
。

市
　
長
　
平
成
31
年
度
の
保
険

税
に
つ
い
て
は
、
国
保
会
計
の

「
財
政
調
整
基
金
」
を
活
用
し

て
、
改
定
を
行
わ
な
い
で
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
　
員
　
平
成
32
年
度
以
降
に

税
率
改
定
が
必
要
に
な
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長
　
納
付
金
の
額

が
、
様
々
な
も
の
の
影
響
を
受

け
る
の
で
、
今
後
の
医
療
費
の

動
向
を
注
視
し
、
県
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

議
　
員
　
国
と
地
方
の
協
議
な

ど
で
、
国
に
対
し
て
「
一
兆
円

の
公
費
投
入
で
、
協
会
け
ん
ぽ

並
み
の
保
険
料
に
」
と
要
望
し

て
い
る
と
聞
く
が
、
最
近
の
地

方
団
体
の
動
向
を
伺
う
。

市
　
長
　
全
国
市
長
会
に
お
い

て
、
国
保
財
政
の
基
盤
強
化
に

つ
い
て
重
点
提
言
を
し
、
国
に

対
し
て
改
善
を
求
め
て
い
る
。

　
ど
う
な
る
非
正
規
公
務
員

議
　
員
　
平
成
29
年
５
月
に
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入

を
柱
と
す
る
地
方
公
務
員
法
及

び
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、

来
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
概

要
に
つ
い
て
伺
う
。

市
　
長
　
臨
時
・
非
常
勤
職
員

の
適
正
な
任
用
及
び
勤
務
条
件

等
の
整
理
を
お
こ
な
う
も
の
で

あ
る
。

議
　
員
　
制
度
導
入
の
背
景
に

つ
い
て
伺
う
。

市
　
長
　
任
用
を
め
ぐ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
た
り
、
不
適
切

な
勤
務
条
件
の
格
差
が
指
摘
さ

れ
た
り
し
た
こ
と
が
制
度
導
入

の
背
景
に
あ
る
。

議
　
員
　
本
市
の
職
員
配
置
の

現
状
を
伺
う
。

総
務
部
長
　
庁
内
、
保
育
所
、

学
校
、
公
民
館
等
に
、
嘱
託
職

員
が
88
名
、
日
々
雇
用
職
員
が

１
０
０
名
い
る
。

議
　
員
　
嘱
託
職
員
や
、
日
々

雇
用
職
員
の
、
賃
金
・
労
働
条

件
等
の
改
善
を
強
く
要
望
す
る
。

ど
う
な
る
本
市
の
国
保
税

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の

�

導
入
に
向
け
て

東
根
市
役
所
の

�

障
が
い
者
雇
用
の
現
状
は

今 野　孝　議員

難解すぎる国保税のしくみ

会計年度任用職員の処遇改善を

山形県国民健康保険特別会計の収支状況

註　国交付金等……………都道府県間の財政不均衡を

　　　　　　　　　　　　調整するための交付金等

　　国・県定率負担金……医療費等に対する国・県の

　　　　　　　　　　　　定率負担金

平成30年度

支出 収入

医療費等
932億円

平成31年度

支出 収入

市町村
納付金
265億円

国・県
定率負担金
227億円

国交付金等
440億円

医療費等
964億円
（+32億円）

市町村
納付金
301億円

（+36億円）

国・県
定率負担金
236億円
（+9億円）

国交付金等
427億円

（ー13億円）
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一 般 質 問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。

障
が
い
者
雇
用
に
関
す
る

東
根
市
役
所
の
現
状
に
つ
い
て

議
　
員
　
昨
年
全
国
的
に
障
が

い
者
雇
用
の
問
題
が
発
覚
し
、

山
形
県
に
お
い
て
も
不
適
切
な

雇
用
算
定
が
あ
っ
た
。
東
根
市

役
所
の
障
が
い
者
雇
用
の
現
状

に
つ
い
て
伺
う
。

　
障
が
い
者
雇
用
の
旗
振
り
役

で
あ
る
中
央
省
庁
全
体
の
約
８

割
に
あ
た
る
27
の
機
関
で
不
適

切
な
雇
用
者
算
定
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
地
域
の
一
員
と
し
て
、

共
に
生
活
で
き
る「
共
生
社
会
」

実
現
の
た
め
、
官
民
問
わ
ず
、

事
業
主
の
責
務
と
し
て
、
障
が

い
者
の
雇
用
の
安
定
を
図
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
　
長
　
障
が
い
者
雇
用
率
に

基
づ
い
た
雇
用
人
数
の
確
保
が

義
務
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

現
行
基
準
に
お
い
て
、
40
人
以

上
の
国
及
び
地
方
公
共
団
体
や

独
立
行
政
法
人
及
び
学
校
法
人

機
関
で
２
・
５
％
、
45
・
５
人

以
上
の
一
般
の
民
間
企
業
で
あ

れ
ば
２
・
２
％
の
雇
用
が
政
令

で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
職
員
採

用
試
験
に
障
が
い
者
枠
を
設
け
、

ま
た
、
日
々
雇
用
職
員
と
し
て

も
雇
用
し
て
い
る
が
、
法
定
の

雇
用
率
で
あ
る
２
・
５
％
を
達

成
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
な
い
。

米
の
安
定
生
産
の
た
め
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

議
　
員
　
農
業
再
生
協
議
会
か

ら
今
年
の
作
付
面
積
に
つ
い
て

各
市
町
村
に
目
安
と
し
て
の
数

値
が
発
表
さ
れ
た
。
生
産
調
整

廃
止
初
年
で
あ
る
18
年
産
米
の

状
況
に
つ
い
て
ど
う
だ
っ
た
の

か
。
19
年
産
米
に
向
け
た
対
応

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
将
来
、
安
心
し
て
米
作
り

を
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

市
　
長
　
生
産
者
が
需
要
に
応

じ
た
生
産
を
実
施
し
て
お
り
、

農
業
の
在
り
方
が
大
き
く
変
っ

た
。
多
く
の
道
府
県
で
農
業
再

生
協
議
会
を
中
心
に
生
産
の
目

安
を
設
定
し
、
需
要
に
応
じ
た

米
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

18
年
産
米
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

東
根
市
農
協
の
出
荷
契
約
米
概

算
金
は
、
各
品
種
と
も
安
定
し

て
推
移
し
て
い
る
。
19
年
産
に

つ
い
て
は
、
需
要
と
供
給
の
見

通
し
か
ら
、
作
付
面
積
が
拡
大

し
て
い
る
。
将
来
安
心
し
て
米

作
り
し
て
い
く
た
め
、
東
根
市

地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
示

し
な
が
ら
、
丁
寧
な
説
明
を
行

っ
て
い
く
。

東
根
市
役
所
の

�

障
が
い
者
雇
用
の
現
状
は

米
の
安
定
生
産
の
た
め
の

�

取
り
組
み
状
況
は

清野  忠利  議員

○東根市役所の

　障がい者雇用の現状は

○生産調整廃止から２年目となる

　米の安定生産のための取り組みは

ひがしね議会だより●広報●令和元年5月1日13



Q &A 皆さんの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。

地
域
の
実
情
に
合
っ
た

高
齢
者
支
援
の
充
実
・
強
化
策
を

議
　
員
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
充
実
・
深
化
へ
の
取
り

組
み
は
。

市
　
長
　
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
柔
軟
で
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
必
要
で
あ
り
、
高
齢
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地

縁
団
体
等
な
ど
を
立
ち
上
げ
、

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
と
捉
え
各
種
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

議
　
員
　
生
活
支
援
体
制
整
備

に
向
け
た
取
り
組
み
は

市
　
長
　
平
成
29
年
度
か
ら
１

名
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
て
い
る
が
、
31

年
度
か
ら
３
名
に
増
員
し
支
援

体
制
を
充
実
す
る
。
ま
た
、
介

護
予
防
活
動
や
生
活
支
援
活
動

を
行
う
団
体
の
立
ち
上
げ
支
援

に
加
え
活
動
の
継
続
と
充
実
を

支
援
す
る
補
助
制
度
を
新
設
す

る
。

議
　
員
　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
今
後
の
考
え
方
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
地
域
で
助
け

合
い
活
動
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
実
践
者
に

も
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
く
等
、

体
制
整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

将
来
を
見
据
え
た

高
齢
者
交
通
安
全
対
策
の
検
討
を

議
　
員
　
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
、

利
便
性
を
捉
え
た
公
共
交
通
手

段
の
充
実
へ
の
取
り
組
み
は
。

市
　
長
　
市
内
の
公
共
交
通
手

段
に
加
え
、「
お
で
か
け
さ
ぽ

ー
と
タ
ク
シ
ー
事
業
」
な
ど
、

高
齢
者
の
交
通
手
段
の
確
保
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
31
年
度

か
ら
は
、
新
た
な
交
通
手
段
と

し
て
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
も
予
定
し
て
い
る
。

議
　
員
　
高
齢
者
の
交
通
安
全

対
策
へ
の
取
り
組
み
は
。

市
民
生
活
部
長
　
年
間
50
回
程

度
の
高
齢
者
教
室
を
開
催
し
、

事
故
防
止
の
意
識
啓
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
統
計
結
果

（
歩
行
中
の
事
故
死
亡
者
に
お

け
る
夜
間
反
射
材
の
着
用
率
が

3
・
8
％
）
な
ど
を
受
け
、
夜

間
反
射
材
の
配
布
を
行
っ
て
い

る
。

議
　
員
　
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
は
、
ニ
ー
ズ
に
即
応
し

て
お
り
、
期
待
し
て
い
る
。
今

後
も
高
齢
化
社
会
に
適
応
し
た

各
種
施
策
へ
の
取
り
組
み
と
高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
の
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り

の
推
進
を
要
望
す
る
。

地
域
の
実
情
に
合
っ
た

高
齢
者
支
援
の
充
実
・
強
化
策
を

将
来
を
見
据
え
た

高
齢
者
交
通
安
全
対
策
の
検
討
を

高橋  鉄夫  議員

“安全安心な地域づくり”

地域と一体となった高齢者支援体制の確立を！

高齢者の移動手段の充実を！

▲高齢者の事故防止教室

▲地域包括ケアシステムのイメージ
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一 般 質 問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。

議
　
員
　
薬
研
堀
は
西
方
に
現

存
す
る
東
根
城
の
三
ノ
堀
の
堀

跡
で
、
唯
一
残
さ
れ
た
堀
は
Ｖ

字
型
で
急
斜
面
の
形
で
湧
水
型

の
水
堀
で
、
県
内
に
お
い
て
鶴

岡
城
に
あ
る
堀
と
二
ケ
所
だ
け

と
言
わ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
遺

構
で
あ
る
こ
と
か
ら
価
値
の
あ

る
歴
史
資
源
と
し
て
位
置
づ
け

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
長
　
薬
研
堀
は
土
地
が
市

有
地
の
た
め
、
民
間
に
よ
る
開

発
の
心
配
は
な
い
。
ま
た
、
保

全
に
あ
た
っ
て
は
地
元
有
志
が

行
っ
て
お
り
、
市
と
し
て
も
作

業
用
資
材
の
提
供
等
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　

現
状
は
、
民
家
に
囲
ま
れ
、

位
置
的
に
わ
か
り
に
く
く
、
道

路
も
な
く
広
く
一
般
に
紹
介
す

る
に
は
様
々
な
条
件
整
備
が
必

要
。

　
東
根
城
跡
周
辺
の
歴
史
資
源

の
一
つ
と
し
て
紹
介
し
、
価
値

が
高
ま
る
と
考
え
て
い
る
。

議
　
員
　
東
根
城
あ
た
り
は
素

晴
ら
し
い
歴
史
資
源
や
文
化
財

の
あ
る
所
な
の
で
薬
研
堀
も
含

め
て
、
こ
れ
を
い
か
に
心
が
通

う
よ
う
な
「
大
け
や
き
と
歴
史

の
あ
る
里
」
を
つ
く
っ
て
い
く

か
が
大
事
で
あ
り
、
薬
研
堀
も

貴
重
な
遺
構
で
あ
る
。
条
件
整

備
が
必
要
と
の
こ
と
だ
が
、
条

件
整
備
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
な
の
か
。
ま
た
そ
の

時
期
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

教
育
次
長
　
歴
史
資
源
を
広
く

紹
介
す
る
も
の
と
し
て
案
内
看

板
の
充
実
や
、
ア
ク
セ
ス
の
た

め
の
通
路
が
考
え
ら
れ
る
。
東

根
城
跡
周
辺
の
歴
史
資
源
を
つ

な
ぐ
魅
力
あ
る
散
策
ル
ー
ト
が

つ
く
ら
れ
て
、
薬
研
堀
が
そ
の

ル
ー
ト
に
組
み
込
ま
れ
て
、
関

心
が
高
ま
っ
て
き
た
り
、
見
学

者
が
増
え
て
き
た
り
し
た
場
合

に
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
て
段
階
的
に
検
討
す
る
こ
と

に
な
る
と
思
う
。

議
　
員
　
東
根
城
跡
の
周
辺
に

所
在
す
る
沼
は
全
て
堀
の
跡
で

あ
り
、
光
専
寺
沼・龍
興
寺
沼・

中
沼
等
は
公
園
の
中
に
位
置
し
、

市
で
管
理
し
て
い
る
が
、
薬
研

堀
は
全
く
市
の
管
理
が
入
っ
て

い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

ぜ
ひ
前
向
き
に
検
討
さ
れ
、

本
市
の
歴
史
資
源
に
位
置
づ
け

て
良
好
な
管
理
体
制
を
構
築
し

て
い
た
だ
く
よ
う
強
く
要
望
す

る
。

秋葉  征士  議員

東根城「薬
や

研
げん

堀
ぼり

」について

▲薬研堀

日塔川

東の杜
●

光専寺沼

●東根小学校

龍興寺沼
●

稱善寺

本丸西1

本丸西2

中沼

薬研堀

★
304

ひがしね議会だより●広報●令和元年5月1日15



Q &A 皆さんの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。

地
域
福
祉
を
担
う
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
つ
い
て

議
　
員
　
個
人
や
家
庭
、
地
域

間
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、

介
護
や
養
護
機
能
が
低
下
し

様
々
な
社
会
問
題
が
起
こ
っ
て

い
る
。
委
員
の
活
動
状
況
は
ど

う
か
。

市
　
長
　
平
成
29
年
度
の
活
動

総
数
は
年
間
５
，
４
６
８
件
で
、

高
齢
者
に
関
す
る
こ
と
が
７
割

を
占
め
て
い
る
。
１
人
当
た
り

の
活
動
平
均
は
１
６
０
日
で
あ

る
。

議
　
員
　
活
動
費
の
支
給
と
補

償
は
ど
う
か
。

市
　
長
　
交
通
費
等
と
し
て
年

間
６
１
，
９
０
０
円
、
福
祉
相

談
委
員
と
し
て
年
間
１
２
，
０

０
０
円
を
支
給
し
て
い
る
。

　
活
動
中
は
地
方
公
務
員
災
害

補
償
制
度
等
が
適
用
さ
れ
る
ほ

か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

に
加
入
し
て
い
る
。

議
　
員
　
国
や
県
に
対
し
、
活

動
に
見
合
っ
た
処
遇
改
善
を
要

望
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
　
長
　
機
会
を
と
ら
え
て
、

引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

議
　
員
　
児
童
生
徒
の
健
全
な

成
長
を
支
え
、
大
切
な
食
育
の

場
で
あ
る
学
校
給
食
。
昨
年
仙

台
市
で
学
校
給
食
の
栄
養
不
足

が
報
道
さ
れ
た
が
、
東
根
市
の

栄
養
摂
取
状
況
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
平
成
29
年
度
の
栄
養

充
足
率
は
鉄
が
小
学
校
83
％
、

中
学
校
86
・
７
％
な
ど
、
国
の

栄
養
摂
取
基
準
を
下
回
っ
て
い

る
も
の
が
あ
る
。

議
　
員
　
基
準
に
満
た
な
い
期

間
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

教
育
次
長
　
資
料
で
確
認
で
き

る
範
囲
で
は
、
市
も
県
全
体
で

も
平
成
24
年
か
ら
ず
っ
と
基
準

を
満
た
し
て
い
な
い
。

議
　
員
　
消
費
税
引
き
上
げ
に

伴
う
学
校
給
食
の
対
策
は
。

教
育
次
長
　
物
価
の
上
昇
を
見

極
め
な
が
ら
、
給
食
費
の
値
上

げ
を
検
討
す
る
。

議
　
員
　
今
で
も
じ
わ
じ
わ
と

物
価
は
上
昇
し
て
い
る
。
学
校

給
食
の
低
栄
養
解
消
や
献
立
充

実
に
は
、
食
材
費
へ
公
費
投
入

を
す
べ
き
だ
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
た
お
い
し
い
学
校
給
食

は
、
市
の
目
玉
政
策
の
一
つ
に

な
る
。
迅
速
な
対
応
を
要
望
す

る
。

東
根
市
定
住
促
進
事
業
助
成
金

制
度
に
つ
い
て

地
域
福
祉
を
担
う
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
つ
い
て

学
校
給
食
に
つ
い
て

山科  幸子  議員

◎民生委員・児童委員の処遇改善を！

◎学校給食へ公費投入を！

　～消費税・栄養不足の対策～

▲

ド
イ
ツ
メ
ニ
ュ
ー
給
食

　（
国
際
理
解
給
食
と
し
て
一
部

補
助
あ
り
）
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一 般 質 問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。

東
根
市
定
住
促
進
事
業
助
成
金

制
度
に
つ
い
て

議
　
員
　
中
古
住
宅
の
利
活
用

に
つ
い
て
伺
う
。

市
　
長
　
来
年
度
か
ら
「
中
古

住
宅
流
通
促
進
事
業
」
で
、
中

古
住
宅
診
断
に
掛
か
る
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
。
中
古
住
宅

購
入
時
の
安
心
材
料
、
流
通
促

進
に
資
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　
県
の
補
助
制
度
に
上
乗
せ
す

る
も
の
で
、
県
内
で
は
初
。
民

間
活
力
の
下
、
中
古
住
宅
が
流

通
し
、
利
活
用
が
促
進
さ
れ
る

好
循
環
を
期
待
し
て
い
る
。

議
　
員
　
補
助
金
額
、
補
助
申

請
の
流
れ
は
。

市
民
生
活
部
長
　
上
限
額
と
し

て
県
３
万
円
、
市
１
万
５
千
円
、

計
４
万
５
千
円
を
補
助
し
、
本

人
負
担
額
は
１
万
５
千
円
を
想

定
し
て
い
る
。

　
山
形
県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
と
全
日
本
不
動
産
協
会
山
形

県
支
部
が
窓
口
で
申
請
受
付
か

ら
、補
助
決
定
、振
込
ま
で
行
う
。

議
　
員
　
東
部
、
西
部
地
区
の

中
古
住
宅
診
断
に
は
、
市
の
補

助
も
２
分
の
１
と
し
、
本
人
負

担
を
な
く
す
こ
と
を
要
望
す
る
。

東
根
市
内
の
保
育
施
設
等
の

在
園
状
況
に
つ
い
て

議
　
員
　
兄
弟
姉
妹
の
同
時
在

園
の
状
況
は
。

市
　
長
　
兄
弟
姉
妹
で
の
利
用

１
９
４
世
帯
の
う
ち
同
施
設

82
・
５
％
、
別
施
設
17
・
５
％
。

　
保
護
者
の
希
望
に
添
っ
た
利

用
案
内
が
で
き
る
よ
う
に
さ
ら

に
整
備
等
を
進
め
て
い
く
。

議
　
員
　
市
内
保
育
施
設
で
の

障
が
い
児
の
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
障
が
い
児
は

22
名
、
う
ち
７
名
が
重
度
の
障

が
い
。
公
立
14
名
、
民
間
８
名
。

　
臨
床
心
理
士
が
、
保
育
施
設

を
巡
回
し
ア
ド
バ
イ
ス
や
保
育

士
の
研
修
を
行
う
等
、
障
が
い

児
保
育
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

議
　
員
　（
仮
称
）
東
根
こ
ど

も
園
は
、
ど
の
よ
う
な
施
設
と

し
て
整
備
す
る
予
定
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
東
根
児
童
セ

ン
タ
ー
と
本
郷
児
童
セ
ン
タ
ー

の
代
替
と
し
て
、
０
〜
５
歳
の

一
貫
保
育
１
３
０
人
規
模
の
予

定
。
重
度
の
障
が
い
児
も
で
き

る
限
り
受
け
入
れ
た
い
。

議
　
員
　
障
が
い
児
、
医
療
的

ケ
ア
児
の
受
け
入
れ
、
民
間
保

育
所
等
の
指
導
的
役
割
等
を
考

え
、
市
直
営
に
す
る
こ
と
が
、

非
常
に
大
事
だ
と
思
う
が
。

市
　
長
　
１
、
２
カ
所
程
度
は

市
直
営
で
や
る
こ
と
も
必
要
。

保
育
士
の
新
採
用
も
併
せ
て
考

え
て
い
る
。

東
根
市
定
住
促
進
事
業
助
成
金

制
度
に
つ
い
て

東
根
市
内
の
保
育
施
設
等
の

在
園
状
況
に
つ
い
て

河 村　豊　議員

東根市内中古住宅の

流通・利用促進を！

子育て支援のさらなる充実を！

ひがしね議会だより●広報●令和元年5月1日17



Q &A 皆さんの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。

議
　
員
　
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

支
援
状
況
等
と
高
齢
者
の
生
き

が
い
活
動
支
援
の
状
況
及
び
地

域
共
生
社
会
へ
の
取
り
組
み
状

況
等
を
伺
う
。

市
　
長
　
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

支
援
策
と
し
て
、
児
童
扶
養
手

当
な
ど
の
制
度
に
基
づ
く
支
援

と
と
も
に
、
就
職
支
援
や
通
年

型
の
学
習
支
援
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
高
齢
者
の
生
き
が
い
活

動
支
援
は
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
補

助
や
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
事
業
な
ど
生
き
が
い
を

持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
共
生
社
会
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
図
っ
て
き

た
が
、
今
後
、
地
域
福
祉
の
す

べ
て
の
分
野
の
共
通
指
針
と
な

る
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
取

り
組
む
。

議
　
員
　
通
年
型
学
習
支
援
の

内
容
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長
　
学
習
会
の
愛

称
は
「
ノ
ビ
ル
バ
」
で
、
毎
週

土
曜
日
午
後
２
時
か
ら
５
時
ま

で
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行

っ
て
い
る
。
新
年
度
は
５
月
か

ら
40
回
の
開
催
予
定
で
あ
る
。

議
　
員
　
本
市
に
お
け
る
子
ど

も
食
堂
実
施
の
動
き
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
昨
年
10
月
に

ノ
ビ
ル
バ
の
参
加
者
及
び
保
護

者
を
対
象
に
山
形
市
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
試
行
的
に

食
事
会
を
無
料
で
行
っ
た
。
ま

た
、
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
、

あ
そ
び
あ
ラ
ン
ド
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ク

リ
エ
イ
ト
ひ
が
し
ね
が
「
あ
そ

び
あ
キ
ッ
チ
ン
」
と
い
う
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。

議
　
員
　
生
き
が
い
活
動
支
援

事
業
へ
の
男
性
の
参
加
率
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
活
動
72
％
、
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
42
％
、
シ
ニ
ア
パ

ソ
コ
ン
40
％
、
一
般
介
護
予
防

15
％
。

議
　
員
　
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
た
地
域
福
祉
計
画
の

策
定
に
あ
た
り
、
重
要
な
事
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
横
断
的
な
対

応
が
で
き
る
体
制
強
化
が
重
要
。

議
　
員
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
31
年
度
か
ら

着
手
し
、
策
定
委
員
会
の
設
置

や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を

行
い
、
次
年
度
中
の
完
成
を
目

指
す
。

議
　
員
　
地
域
住
民
の
力
の
活

用
等
も
含
め
、
本
市
の
実
態
に

即
し
た
、
よ
り
よ
い
計
画
の
策

定
を
要
望
す
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
支
え
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化

髙橋  光男  議員

地域住民同士が支え合い、

生きがいをもって暮らす「地域共生

社会」の実現に向けた取り組みを！

▲神町地区の居場所「よってみっ家
か

」の風景
　（まちねっと神町提供）
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一 般 質 問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
支
え
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化

議
　
員
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
は
飛
躍

的
に
発
展
。
第
五
次
総
合
計
画

策
定
に
向
け
、
本
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
の
現
状
と
今
後
の
方
針
は
？

市
　
長
　
各
種
シ
ス
テ
ム
導
入

で
行
政
事
務
の
効
率
化
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
っ
た
。

I
C
T
化
推
進
は
第
五
次
総
合

計
画
で
も
重
要
な
位
置
付
け
。

議
　
員
　
東
根
L
I
V
I
N
G

の
活
用
状
況
は
？

総
務
部
長
　
１
月
現
在
登
録
者

数
は
7
8
4
人
。
防
災
地
図
関

連
の
改
善
な
ど
実
施
し
て
い
る
。

議
　
員
　
議
会
で
も
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
導
入
。
被
災
状
況
の
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
の
情
報
集
約
に
活

用
が
期
待
で
き
る
。

　
認
知
症
の
徘
徊
対
策
で
は
？

健
康
福
祉
部
長
　
電
波
を
利
用

し
た
徘
徊
捜
索
機
器
の
模
擬
訓

練
を
行
っ
た
。
導
入
費
用
が
高

額
な
ど
課
題
も
。

議
　
員
　
除
雪
作
業
の
効
率
化

へ
の
活
用
に
つ
い
て
は
？

建
設
部
長
　
行
政
、
受
注
者
双

方
の
省
力
化
が
期
待
で
き
、
31

年
度
は
試
験
運
用
す
る
。

議
　
員
　
教
育
分
野
で
は
？

教
育
次
長
　
今
後
、
遠
隔
教
育

や
教
員
の
校
務
処
理
へ
の
活
用

を
研
究
し
て
い
く
。

議
　
員
　
私
自
身
、
小
学
生
に

ベ
ト
ナ
ム
や
ラ
オ
ス
と
ネ
ッ
ト

中
継
を
活
用
し
た
授
業
を
行
い
、

効
果
を
実
感
。
学
校
の
I
C
T

関
連
機
器
の
老
朽
化
も
目
立
つ

の
で
適
時
更
新
を
要
望
す
る
。

　
I
C
T
化
は
行
政
全
般
・
横

断
的
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
重

要
な
課
題
。
I
C
T
推
進
計
画

の
策
定
を
要
望
す
る
。

小
規
模
中
学
校
：
部
活
へ
の
影
響

多
様
性
確
保
に
も
課
題

議
　
員
　
東
部
西
部
地
区
は
生

徒
数
が
減
少
し
、

部
活
数
が
削
減

さ
れ
、
そ
の
こ

と
が
更
に
生
徒

数
減
少
を
招
い

て
い
る
。

教
育
長
　
部
活

動
の
影
響
は
大

き
く
、
働
き
方

改
革
へ
の
対
応

も
し
つ
つ
、
効

果
的
な
教
育
活

動
に
結
び
付
け

た
い
。
ま
た
、

中
学
校
体
育
連

盟
等
と
連
合
チ

ー
ム
な
ど
柔
軟
な
運
用
を
検
討

し
て
行
き
た
い
。

議
　
員
　
部
活
動
指
導
員
に
よ

る
引
率
な
ど
本
来
の
制
度
設
計

に
基
づ
く
対
応
等
、
学
校
ご
と

の
事
情
に
応
じ
た
柔
軟
な
運
用

を
要
望
す
る
。

　
小
規
模
中
学
校
で
は
、
切
磋

琢
磨
す
る
環
境
や
多
様
性
の
確

保
、
学
校
運
営
に
も
課
題
が
あ

る
。
統
合
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
時
期
に
来
て
い
る
だ
ろ
う
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
支
え
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化

小
規
模
中
学
校

：

部
活
へ
の
影
響

多
様
性
確
保
に
も
課
題

ICT基本計画の策定を！

小規模中学校：

統合を検討する時期では？

白井  健道  議員

分類
地区

小学校 中学校
校数 人数 ％ 校数 人数 ％

東根・神町 4 2,079 75.2 2 892 72.6
東部・西部 5 685 24.8 3 336 27.4

出典：平成30年版数字で見る東根市の概要

▲J ICAベトナム事務所とネット中継授業

ひがしね議会だより●広報●令和元年5月1日19



Q &A一 般 質 問

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

体
系
的
、
戦
略
的
に

議
　
員
　
各
自
治
体
は
「
選
ば

れ
る
ま
ち
」
と
な
る
べ
く
移
住
、

観
光
施
策
等
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
競
っ
て
い
る
。

　
本
市
の
「
魅
力
発
信
」
を
さ

ら
に
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
　
長
　
重
要
な
課
題
と
捉
え

市
の
施
策
、
文
化
、
歴
史
等
の

素
材
を
生
か
し
、
第
５
次
総
合

計
画
の
中
で
市
民
と
共
に
議
論

し
て
い
く
。

議
　
員
　
さ
く
ら
ん
ぼ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
、
温
泉
振
興
、
道
の
駅

等
は
魅
力
発
信
の
大
き
な
柱
で

あ
る
。
現
状
を
伺
う
。

市
　
長
　
さ
く
ら
ん
ぼ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
は
東
北
最
大
級
の
大
会

に
成
長
し
て
い
る
。
日
体
大
Ｏ

Ｂ
で
箱
根
駅
伝
マ
ラ
ソ
ン
優
勝

選
手
の
招
致
等
、
新
た
な
魅
力

を
加
え
国
内
、
国
外
に
向
け
て

発
信
し
て
い
る
。

　
東
根
温
泉
へ
の
マ
ラ
ソ
ン
大

会
宿
泊
リ
ピ
ー
タ
ー
の
定
着
は
、

魅
力
発
信
の
大
き
な
要
素
と
な

る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
に
は

「
東
根
市
観
光
等
に
よ
る
交
流

人
口
拡
大
事
業
費
補
助
金
」
創

設
で
支
援
し
て
い
る
。

　
道
の
駅
は
「
よ
っ
て
け
ポ
ポ

ラ
」
周
辺
に
計
画
し
て
お
り
東

根
市
農
協
の
事
業
計
画
と
の
調

整
を
計
り
な
が
ら
相
乗
効
果
を

ね
ら
う
。

議
　
員
　
魅
力
発
信
の
一
翼
を

担
う「
さ
く
ら
ん
ぼ
親
善
大
使
」

の
活
動
は
。

経
済
部
長
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

ゲ
ス
ト
瀬
古
利
彦
さ
ん
や
市
内

企
業
社
長
経
験
者
等
、
首
都
圏

で
活
躍
す
る
12
名
の
方
に
委
嘱
、

特
製
の
名
刺
で
、
広
く
Ｐ
Ｒ
し

て
頂
い
て
い
る
。

議
　
員
　
わ
が
ま
ち
の
誇
り
、

郷
土
愛
、
ま
ち
の
自
慢
等
、
定

住
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
る

「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」
の
取

り
組
み
は
。

総
務
部
長
　
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
の
醸
成
は
住
ん
で
い
る
地
域

に
誇
り
を
も
つ
こ
と
に
な
り
、

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
繋

が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
今

後
も
魅
力
発
信
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

議
　
員
　
５
万
人
都
市
を
目
指

し
「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」
の

醸
成
等
、
体
系
的
、
戦
略
的
且

つ
積
極
的
な
「
魅
力
発
信
」
の

取
り
組
み
を
強
く
要
望
す
る
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

�

体
系
的
、
戦
略
的
に

阿部  綾子  議員

シティプロモーションで加速する東根創生！

―さくらんぼマラソン大会、東根温泉、道の駅―

○　○　○　○

▲さくらんぼ親善大使の名刺
　（令和元年は13名に委嘱予定）

裏 表

▲東根市の歴史をアニメで映画化（シビックプライドで魅力発信）
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広域組合議会等概要報告

平成 31 年度広域組合議会等予算

区分
組合議会等 予　算 負担金 本市負担額

（負担割合）

北村山公立
病院組合議
会

収益的
収支

事業
収益 5,512,636,000

980,085,000 474,637,106
（48.4％）

事業
費用 5,720,994,000

資本的
収支

収入 795,435,000

支出 1,010,131,000

東根市外二市一町共立衛
生処理組合議会 2,381,033,000 984,290,000 286,698,000

（29.1％）
山形県後期
高齢者医療
広域連合議
会

一般会計 603,624,000 602,778,000
937,047,359

※概算額
特別会計 149,852,366,000 24,486,507,000

河北町ほか２市広域斎場
事務組合議会 60,296,000 59,706,000 28,847,000

（48.3％）
北村山広域行政事務組合
議会 92,430,000 87,632,000 33,153,000

（37.8％）

（円）

●
山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

�

２
月
定
例
会　
　
２
月
14
日
開
催

●
河
北
町
ほ
か
２
市
広
域
斎
場
事
務
組
合
議
会

�

第
１
回
定
例
会　
２
月
19
日
開
催

●
東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合
議
会

�

２
月
定
例
会　
　
２
月
20
日
開
催

●
北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

�

第
１
回
定
例
会　
３
月
22
日
開
催

●
北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

�

第
１
回
定
例
会　
３
月
27
日
開
催

ピックアップ

　
◎
修
学
資
金
貸
与
条
例

議
　
員
　
貸
与
を
受
け
た
修
学

資
金
の
返
済
が
滞
っ
た
際
の
延

滞
利
息
を
14
・
５
％
と
し
て
い

る
。
日
本
学
生
支
援
機
構
で
は
、

平
成
26
年
４
月
か
ら
10
％
で
あ

っ
た
も
の
を
５
％
に
引
き
下
げ

た
。
ど
の
よ
う
に
決
定
し
た
の

か
。

事
務
長
　
近
隣
市
等
の
事
例
を

参
考
に
し
た
。

議
　
員
　
厳
し
い
数
字
で
あ
る

の
で
、
今
後
見
直
し
を
求
め
る
。

　
◎
平
成
31
年
度
予
算

議
　
員
　
平
成
31
年
度
予
定
貸

借
対
照
表
に
お
い
て
、
修
学
資

金
貸
与
予
定
額
の
全
額
（
千

2
2
4
万
円
）
を
貸
倒
引
当
金

に
計
上
し
て
い
る
が
、
そ
の
考

え
方
を
伺
う
。

事
務
長
　
初
年
度
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
全
額
を
計
上
す
る
こ

と
と
し
た
。

　
北
村
山
公
立
病
院
組
合
修
学
資
金
貸
与
条
例
、
平
成
30
年
度
北
村

山
公
立
病
院
組
合
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）、
平
成
31
年
度

北
村
山
公
立
病
院
組
合
事
業
会
計
予
算
な
ど
、
6
議
案
を
原
案
通
り

可
決
し
ま
し
た
。

北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

スマホでも見られます
　東根市議会の本会議と予算・決
算特別委員会の様子は、インター
ネットによる生中継と録画中継を
行っています。
スマートフォ
ン、タブレッ
ト、パソコン
などでご覧下
さい。
インターネット議会中継視聴件数

LIVE 録　画 合　計
H26年 895 949 1,844
H27年 1,015 915 1,930
H28年 1,049 785 1,834
H29年 999 727 1,726
H30年 791 931 1,722

スマホでも見られます

ひがしね議会だより●広報●令和元年5月1日21



問い合わせ
（議会事務局）

TEL（42）1111（内線4111）・FAX（43）1178
E-mail：gikai@city.higashine.yamagata.jp 再生紙使用

発
行
●
山
形
県
東
根
市
議
会
〔
T
E
L
 (4
2
)1
1
1
1
〕｜
編
集
●
議
会
広
報
委
員
会
｜
印
刷
●
株
式
会
社
光
洋
印
刷

ひ
が
し
ね
議
会
だ
よ
り
●
1
0
9

CM021
EC01J0142 051

2
0
1
9｜
5｜
1

編
集
後
記

大
森
小
学
校 

６
年

奥お
く 

山や
ま

　
心み 

緒お 

さ
ん

将
来
の
夢

　
平
成
最
後
と
な
る
第
１
回
定

例
会
は
、
４
会
派
に
よ
る
代
表

質
問
、
９
人
の
一
般
質
問
が
あ

り
、
市
政
全
般
に
お
け
る
議
題

で
活
気
の
あ
る
議
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
１
年
間
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
と
な
る

「
施
政
方
針
」
が
示
さ
れ
、
２

１
6
億
円
を
超
え
る
過
去
最
大

の
一
般
会
計
予
算
な
ど
を
審
議

し
、
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
場
の
様
子
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
て
お
り

ま
す
が
、
議
会
だ
よ
り
で
は
本

会
議
場
以
外
の
各
分
科
会
、
行

政
視
察
な
ど
の
議
員
活
動
も
、

分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
よ

う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
東
根
市
議
会
で
は
本
会
議
の

ほ
か
、
分
科
会
、
常
任
委
員
会

も
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
会
を
よ

り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
委
員
会

　
　
委 

員 

長
　
白
井
　
健
道

　
　
副
委
員
長
　
片
桐
　
勝
寿

　
　
委
　
　
員
　
山
科
　
幸
子

�

河
村
　
　
豊

�

今
野
　
　
孝

�

高
橋
　
鉄
夫

�

髙
橋
ひ
ろ
み

　
私
は
今
、
英
検
５
級
の
資

格
を
持
っ
て
い
ま
す
。
４
級

で
は
新
し
い
単
語
が
ぐ
ん
と

増
え
、
覚
え
る
の
に
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
単

語
帳
を
作
っ
た
り
ノ
ー
ト
に

た
く
さ
ん
練
習
し
た
り
工
夫

し
て
学
習
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
の
英
語
の
授
業
で
は
、

ク
ラ
ス
の
友
達
に
英
語
で
話

し
か
け
た
り
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先

生
か
ら
英
語
で
ク
イ
ズ
を
出

題
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
楽

し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
に
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
山
形
に
も
外
国

の
選
手
が
来
る
そ
う
で
す
。

会
っ
た
時
に
は
、
今
ま
で

学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て

英
語
を
話
し
た
い
で
す
。

　
私
は
優
し
く
て
、
み
ん

な
が
頼
っ
て
く
れ
る
先
生

に
な
り
た
い
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
英
語
の
先
生
を

目
指
し
て
、
英
語
の
勉
強

を
が
ん
ば
り
ま
す
。

　I'll d
o

 m
y
 b

e
s
t.

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
英
語

の
先
生
に
な
る
こ
と
で
す
。

理
由
は
、
初
め
て
英
語
教
室

に
行
っ
た
時
、
と
て
も
楽
し

く
て
、
大
人
に
な
っ
て
も
続

け
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

聞
か
せ
て
！

夢

あ
な
た
の

開　会
本会議
予算特別委員会
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（総括質疑）
予算特別委員会
各常任委員会

５月30日㈭

６月４日㈫
５日㈬
14日㈮

各常任委員会
予算特別委員会
本会議
閉　会

６月17日㈪
21日㈮

※ 日程は、定例会告示後の議会運営委員
会で正式決定します。詳しくは議会事
務局にお問い合せください。

令和元年第2回定例会

日程のお知らせ

5月30日から
6月21日まで
　　　　開催予定

平成 31年第１回定例会では、延べ75名の皆様に議会を傍聴していただきました。第２回定例会もぜひお越しください。


